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1.  平成22年3月期第2四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 14,312 △2.4 55 △44.6 39 △48.4 △105 ―
21年3月期第2四半期 14,664 ― 100 ― 76 ― 47 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △15.12 ―
21年3月期第2四半期 6.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 10,981 3,660 33.3 525.21
21年3月期 11,086 3,769 34.0 540.68

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  3,660百万円 21年3月期  3,769百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 △2.8 90 △71.8 70 △74.5 △70 ― △10.04

― 1 ―― 1 ―― 1 ―― 1 ―― 1 ―― 1 ―― 1 ―



4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

[（注） 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４． その他をご覧ください。］ 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 7,200,000株 21年3月期  7,200,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  230,077株 21年3月期  227,877株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第2四半期 6,971,001株 21年3月期第2四半期 6,980,454株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる
場合があります。業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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当第２四半期累計期間のわが国経済は、財政出動による景気刺激策や中国を中心としたアジア経済の回

復効果で一時の最悪期は脱しつつあるものの、景気低迷による企業収益の悪化に伴い雇用環境は過去最悪

の状況となり、個人消費についても、所得の伸び悩みによる先行きの不透明感で消費者心理はますます冷

え込むなど、依然として実体経済は厳しい状況で推移いたしました。 

このような厳しい経済情勢の中、小売業界では過当競争が以前にもまして激しくなり、各社とも差別化

戦略としての商品の品揃えや、低価格戦略に徹し顧客の囲い込みを図るなど、当社を取り巻く経営環境は

大変厳しいものとなりました。 

このような状況下で、当社は競合店対策としての「目的」「目標」をもった店舗のリニューアルや地域

のニーズにマッチした店舗戦略を進めてまいりました。 

ＳＭ事業部におきましては「小石店」「稲築店」「津屋崎店」の各店舗を改装し既存店舗の活性化を図

る一方、競合店進出により売上高が激減した「頃末店」の閉鎖を早期に決断し、財務体質の健全化を図る

など効率経営に努めてまいりました。またＤ＆Ｄ事業部におきましては苦戦していた「大刀洗店」を商品

の見直しと合わせて、ディスカウントストアとして魅力ある価格設定で低価格路線を導入するなど現在の

時流にあった店舗戦略をとってまいりました。 

鮮ど市場事業部におきましては、計画通り積極的に店舗展開し業容拡大に邁進しております。現在では

店舗数も10店舗となり、新規店舗および既存店舗とも業績は順調に推移いたしておりましたが、当期間中

に、鮮ど市場の中でも売上高のシェアが高い店舗の地域内に、地場でも有力なディスカウントストアが新

規出店したため、商圏内の数店舗が影響を受けたことに加え、例年にない７月の長雨のため、既存店の売

上高は減少いたしました。 

これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は14,312百万円(前年同四半期比2.4％減)、営業利益は

55百万円(前年同四半期比44.6％減)、経常利益は39百万円(前年同四半期比48.4％減)となり、四半期純損

益は、減損損失108百万円等の計上により105百万円の四半期純損失(前年同四半期は47百万円の四半期純

利益)となりました。 

なお、前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の事業部門別売上高は次のとおりであります。

 
（注）※１ 小売業の生鮮食品部門は、前年８月に生鮮ディスカウントの鮮ど市場上津店を出店したことに

より鮮ど市場の店舗数が10ヶ店に増加したものの、全国的な消費不況に加え、鮮ど市場の一部の

店舗において、地場の大型ディスカウントストアの進出で、商圏内の店舗が影響を受けたこと

や、例年にない７月の長雨のため、既存店の売上高が減少し、前年同四半期比0.1％の微増とな

りました。 

 ※２ 小売業の一般食品部門や日用雑貨部門、その他の部門は、不採算店舗を閉鎖（ＳＭ…前期３店

舗、当期１店舗、Ｄ＆Ｄ…前期１店舗）したことや、Ｄ＆Ｄ店舗を６月に１店舗改装休業したこ

となどにより、前年同四半期比それぞれ5.2％、7.7％、6.1％の減収となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

事業部門

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

前年同四半期
増減率(％)

（自 平成20年４月１日 （自 平成21年４月１日

  至 平成20年９月30日）  至 平成21年９月30日）

売上高(百万円) 構成比(％) 売上高(百万円) 構成比(％)

小売業

生鮮食品 ※１ 7,847 53.5 7,853 54.9 0.1

一般食品 ※２ 5,417 37.0 5,134 35.9 △5.2

日用雑貨 ※２ 468 3.2 431 3.0 △7.7

その他 ※２ 751 5.1 705 4.9 △6.1

計 14,484 98.8 14,125 98.7 △2.5

その他の事業 179 1.2 187 1.3 4.4

合計 14,664 100.0 14,312 100.0 △2.4
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当第２四半期会計期間末の総資産は、前期末比104百万円減少し、10,981百万円となりました。 

流動資産は、主に商品が増加したことなどにより、前期末比20百万円増加し、1,716百万円となりまし

た。 

固定資産は、下期に出店予定の店舗等に対する設備投資を行ないましたが、減価償却費や土地の減損損

失計上などにより、前期末比125百万円減少し、9,265百万円となりました。 

流動負債は、買掛金や１年内返済予定の長期借入金が減少しましたが、短期借入金が増加したことなど

により、前期末比42百万円増加し、4,803百万円となりました。 

固定負債は、退職給付引当金が増加しましたが、長期借入金が減少したことなどにより、前期末比38百

万円減少し、2,516百万円となりました。 

純資産は、株式相場の回復によりその他有価証券評価差額金が増加したものの、四半期純損失の計上な

どにより利益剰余金が減少したため、前期末比109百万円減少し、3,660百万円となりました。 

  

当第２四半期累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費の計上170百万円や減損損

失の計上108百万円に対し、税引前四半期純損失の計上△76百万円や、役員賞与引当金の減少△25百万

円、たな卸資産の増加△20百万円、仕入債務の減少△100百万円などにより41百万円となり、前年同四半

期比252百万円減少いたしました。これは、税引前四半期純損益や仕入債務が減少したことなどによりま

す。 

また、投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得による支出△125百万円や

投資有価証券取得による支出△21百万円などにより△115百万円となり、前年同四半期比51百万円増加い

たしました。これは、有形及び無形固定資産の取得よる支出が減少したことなどによります。 

さらに、財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額225百万円や長期借入れによる収

入400百万円に対し、長期借入金の返済による支出△517百万円や配当金の支払額△34百万円などにより67

百万円となり、前年同四半期比235百万円増加いたしました。これは、長期借入金の返済による支出が減

少したことなどによります。 

これらの結果、当第２四半期累計期間の現金及び現金同等物の四半期末残高は、前期末比６百万円、前

年同四半期末比306百万円減少し、865百万円となりました。 

  

当第２四半期累計期間は昨年来の世界的な景気低迷で、日本国内も近年にない消費不況となり、小売業

界におきましてもあらゆる業種において売上不振が続くなど、経営環境は非常に厳しいものとなりまし

た。 

このような状況の中、当社におきましては、これまで牽引役的存在であった生鮮ディスカウントの鮮ど

市場グループの地域内に地場でも有力なディスカウントストアが新規出店したため、商圏内の数店舗が影

響を受けたことや、例年にない７月の長雨のため、既存店の売上高が減少したことなどが響き、売上高は

前回予想値を下回ることとなりました。また、売上高減少に伴い、営業利益、経常利益、四半期純利益も

前回予想を下回る見通しとなりました。なお、四半期純利益につきましては、当期間に有形固定資産の減

損処理をいたしましたので、予想を大幅に下回る見込みとなりました。 

通期につきましては、個人消費の回復の兆しはまだ見えず、今後も引き続き厳しい経営環境が続くもの

と予想されますので、当第２四半期累計期間の業績を加味し通期業績予想を修正いたしました。 

  

2. 財政状態に関する定性的情報

(資産、負債、純資産の状況に関する分析)

(キャッシュ・フローの状況に関する分析)

3. 業績予想に関する定性的情報
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定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 固定資産の減価償却費の算定方法

② 経過勘定項目の算定方法

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 865,708 872,397

売掛金 6,622 7,156

商品 690,065 668,920

その他 153,736 146,789

貸倒引当金 △103 △103

流動資産合計 1,716,031 1,695,160

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,517,982 3,602,082

土地 3,462,128 3,570,691

その他（純額） 793,681 691,666

有形固定資産合計 7,773,792 7,864,440

無形固定資産 102,585 104,301

投資その他の資産 1,388,776 1,422,264

固定資産合計 9,265,155 9,391,007

資産合計 10,981,186 11,086,168

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,517,362 1,617,972

短期借入金 1,615,000 1,390,000

1年内返済予定の長期借入金 877,000 927,000

未払法人税等 19,877 30,713

賞与引当金 77,000 74,000

役員賞与引当金 － 25,000

ポイント引当金 15,599 16,508

その他 681,614 679,840

流動負債合計 4,803,454 4,761,034

固定負債   

長期借入金 1,306,000 1,373,000

退職給付引当金 732,424 720,623

役員退職慰労引当金 139,070 136,309

その他 339,495 325,447

固定負債合計 2,516,989 2,555,380

負債合計 7,320,444 7,316,414
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,667,108 1,667,108

資本剰余金 1,714,551 1,714,551

利益剰余金 345,666 485,956

自己株式 △72,486 △71,910

株主資本合計 3,654,839 3,795,705

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,903 △25,951

評価・換算差額等合計 5,903 △25,951

純資産合計 3,660,742 3,769,753

負債純資産合計 10,981,186 11,086,168
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(2)【四半期損益計算書】 
【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 14,664,407 14,312,651

売上原価 11,542,247 11,254,695

売上総利益 3,122,159 3,057,955

営業収入 202,589 184,115

営業総利益 3,324,748 3,242,070

販売費及び一般管理費 3,224,519 3,186,561

営業利益 100,229 55,509

営業外収益   

受取利息 4,465 3,101

受取配当金 2,219 2,683

受取手数料 6,270 6,270

その他 6,944 6,090

営業外収益合計 19,899 18,144

営業外費用   

支払利息 41,462 32,838

その他 2,209 1,326

営業外費用合計 43,671 34,164

経常利益 76,456 39,489

特別利益   

固定資産売却益 39,090 －

固定資産受贈益 － 926

ポイント引当金戻入額 － 909

受取保険金 － 1,937

その他 1,893 －

特別利益合計 40,984 3,773

特別損失   

減損損失 3,501 108,563

固定資産除却損 44,153 10,121

投資有価証券評価損 23,094 452

その他 6,044 370

特別損失合計 76,793 119,507

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 40,648 △76,244

法人税、住民税及び事業税 11,228 9,877

法人税等調整額 △18,405 19,306

法人税等合計 △7,177 29,184

四半期純利益又は四半期純損失（△） 47,825 △105,429
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

40,648 △76,244

減価償却費 197,930 170,922

減損損失 3,501 108,563

投資有価証券評価損益（△は益） 23,094 452

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △21,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,285 11,800

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,407 2,761

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,000 3,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △25,000

ポイント引当金の増減額（△は減少） △1,033 △909

受取利息及び受取配当金 △6,685 △5,784

支払利息 41,462 32,838

有形固定資産売却損益（△は益） △39,090 －

固定資産除却損 57,170 1,963

売上債権の増減額（△は増加） 374 533

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,027 △20,882

その他の流動資産の増減額（△は増加） △15,623 △12,738

仕入債務の増減額（△は減少） 38,519 △100,609

その他の流動負債の増減額（△は減少） 9,262 5,342

その他の固定負債の増減額（△は減少） △8,909 △5,248

その他 3,334 1,577

小計 350,677 92,339

利息及び配当金の受取額 2,894 2,888

利息の支払額 △38,548 △32,946

法人税等の支払額 △21,090 △20,575

営業活動によるキャッシュ・フロー 293,933 41,704

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △351,590 △125,979

有形固定資産の売却による収入 88,620 －

投資有価証券の取得による支出 △103 △21,433

貸付けによる支出 － △450

貸付金の回収による収入 1,902 1,503

建設協力金の支払による支出 △2,766 △2,886

建設協力金の回収による収入 100,606 21,288

敷金及び保証金の差入による支出 △19,808 △16,681

敷金及び保証金の回収による収入 12,492 29,163

その他 3,675 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,970 △115,475
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 140,000 225,000

長期借入れによる収入 440,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △713,000 △517,000

リース債務の返済による支出 － △5,481

自己株式の取得による支出 △939 △575

配当金の支払額 △34,907 △34,860

財務活動によるキャッシュ・フロー △168,847 67,082

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,884 △6,688

現金及び現金同等物の期首残高 1,214,524 872,397

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,172,640 865,708
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該当事項なし 

  

該当事項なし 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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